
２０２２年４月～６月活動報告
天塩町地域おこし協力隊　野口 裕康　

活動の方針と見通し
　新年度に入り、昨年度からの業務・プロジェクトに引き続き携わるほか、人の往来が戻りつつある中で関
係人口の拡大へとつながる取り組みを実際に行うための前段階として、町内外の方々とコミュニケーション
をとり関係をつくることを意識して活動した。その際、「スキルやノウハウの共有」や「活動機会（場所）の
提供」という点を重視し、双方にとって意味のある協力ができそうであれば、より詳細に意見交換をするよ
うにした。着任時点では、観光振興（インバウンド含む）が主要な活動内容になると考えていたが、半年と数ヶ
月経った現在は、天塩町においては観光ツアー企画等を行うプレイヤーとなるよりも、関係人口拡大を目指
す方が観光振興という面でもより有効だと考えており、今夏から秋にかけてそういった方面にも力を入れて
いく。関係人口拡大は移住促進と同様のものとして扱われることがあるが、自身の活動の中では両者をはっ
きり区別したうえで、前者を目的としていく。

活 動 記 録
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１  夕日・トワイライト研究（筑波大大学院）の映像化
　昨年度まで筑波大大学院に在籍していた学生による、天塩の夕日・トワイライト景観をテーマとした研究
の論文・学会発表のスライドおよびデータを、一般の方々にもわかりやすく伝えることを目的として映像を
制作した。天塩町および周辺地域（西天北）では「高緯度ゆえに夕日・トワイライトの持続時間が極めて長
く観賞できる」「市街地の道路延長線上に夕日が位置する場合が多く、街中から美しい景観を楽しめる」とい
う結論を、アニメーションを用いて視覚的に理解しやすくした。町広報誌のほか、天塩高校の地域学習の授
業等で取り上げられた。

▲夕日・トワイライトの時間変化（夏至） ▲天塩市街地の道路形状
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研究でわかったこと
・天塩は、全国と比較し夕日景観（トワイライト時間）を長く広角で見ることが
できる　（世界の三大夕日「バリ島」より夏至の日で約 60 分長い）。
・天塩は、沿岸部の道路形状（格子状道路）から留萌管内で最も街中から夕日が見えやすい（留萌管
内の市町村市街地の道路軸、形状から最適な景観時季が異なる）。

本研究で得られた天塩の夕日景観デー
タをもとに、映像で表現した動画を地
域おこし協力隊の野口裕康さんが製作
しました。

詳しい研究内容は
こちらで紹介されています

（筑波大学 社会工学データ
サイエンス・ケースバンク）

（天塩町地域おこし協力隊
　　　YouTube チャンネル）
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研究でわかったこと
・天塩は、全国と比較し夕日景観（トワイライト時間）を長く広角で見ることが
できる　（世界の三大夕日「バリ島」より夏至の日で約 60 分長い）。
・天塩は、沿岸部の道路形状（格子状道路）から留萌管内で最も街中から夕日が見えやすい（留萌管
内の市町村市街地の道路軸、形状から最適な景観時季が異なる）。

本研究で得られた天塩の夕日景観デー
タをもとに、映像で表現した動画を地
域おこし協力隊の野口裕康さんが製作
しました。

詳しい研究内容は
こちらで紹介されています

（筑波大学 社会工学データ
サイエンス・ケースバンク）

（天塩町地域おこし協力隊
　　　YouTube チャンネル）

▲「広報てしお」５月号での紹介（抜粋）



▲制作した狂言公演冊子イメージ

２  狂言公演に係る業務
(1)  天塩國狂言公演時に配布する冊子の制作
　野村万作氏をはじめとする狂言師が天塩町を訪問して公演を行う天塩國狂言（令和４年７月開催）当日に
配布する冊子の制作を行った。

３  小学生を対象とした能面ワークショップ
　狂言公演に先立ち、天塩小学校・啓徳小学校の生徒を対象として小樽在住の能面師外沢照章氏による能面
ワークショップが行われ、会場で写真・動画による記録をおこなった。

(2)  チケットのオンライン予約システム運用
　狂言公演チケットをリアルタイムで予約できるように開発した Web サービスの運用を行った。Web アプ
リケーション開発プラットフォームの無料枠のみを利用するため、初日などアクセスが集中するとサービス
が中断するおそれがあったが、無事に予約期間中を通して稼働できた。

(3)  公演当日の設営準備等
　公演前日から当日にかけて、天塩中学校体育館で能舞台・座席等の設営・撤収を行った。
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▲天塩小生徒向けワークショップ ▲啓徳小生徒向けワークショップ



▲北海道新聞　R4.04.16

４  天塩高等学校 授業への参加・サポート
(1)  新入生対象「総合的な探求の時間」
　天塩高校新入生が参加した総合的な探究の時間の授業で、生徒が天塩町役場を訪れた。町長による講義が
行われたほか、協力隊員も参加して自身の活動内容の概要について具体例とともに紹介した。今回は１年生
との初対面であったため、親しみやすい話題としてバス停改装プロジェクトと動画を用いた情報発信の例を
紹介した。

(2)  フィールドワーク授業補助・記録
　昨年度に引き続き天塩高校第１学年のフィールドワーク授業に参加し、サポートおよび写真撮影を行った。
町内の振老旧河川のかしわの森周辺へ移動し、河川開発や環境保全に関わる講師の方々より説明があった。
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▲かしわの森での授業 ▲歴史資料館での授業



(3)  和船・カヌー体験授業

　鏡沼海浜公園で天塩高校第１学年生徒が参加する和船・カヌー乗船体験の授業があり、６月６日に関係者
による事前準備を行い、６月８日に実際に生徒が参加した。身近にある沼で和船・カヌーを使用できる貴重
な機会であり、両日ともに記録を行った。
　撮影した静止画は町と高校へ提供し、動画は関係者による準備の際に撮影したものを、個人が特定できな
いよう編集した上で協力隊 Instagram 上でリール動画として公開した。

(4)  自転車ツアー授業（総合的な探究の時間）

　昨年度の天塩高校と筑波大学の高大連携事業のなかで提案された、夕日を観光資源として活かすための自
転車ツアーをテーマとした授業が６月２１日に行われ、天塩高校第３学年の生徒が参加した。走行ルートは
夕映から河川公園、川口遺跡、総合運動公園経由で設定され、各地点を走行・通過する様子を記録した。
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▲関係者による練習 ▲授業当日

▲総合運動公園にて撮影 ▲同左

▲和船練習時の Instagram リール

▲和船練習時の Instagram リール

https://www.instagram.com/reel/Cef0LwMJ8Wt/
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５  啓徳小学校 授業への参加・サポート
(1) 啓徳小×神戸大 総合学習授業
　啓徳小学校と神戸大学をオンラインでつなぎ、総合的な学習の授業として地域について学ぶ取り組みに参
加した。５月の初回の授業では、神戸大学経済学部の橋野教授からの講義に加え、協力隊（野口・三國）隊
員もそれぞれの出身地域についてのプレゼンを行った。７月に行われる生徒から神戸大ゼミ生への最終プレ
ゼンに向け、資料提供や生徒たちと一緒に内容を考える活動を啓徳小学校で複数回行った。

▲「広報てしお」７月号での紹介 ▲北海道新聞　R4.05.27

(5)  令和４年度高大連携ワークショップ

　昨年度に続き、天塩高校と筑波大学大澤研究室との高大連携ワークショップが町内で開催されることにな
り、当日に向けての準備および事前授業が始まった。昨年は晩秋に行われたが、本年は８月に大学院生が天
塩町を訪れる予定となっている。協力隊としてテーマ打合せへの参加や授業サポート、記録業務を行っている。

▲第３回事前授業の様子



(2)  放課後学習サポート

　木曜日の放課後の時間帯を利用して希望する生徒が授業の復習やスポーツを行っている取り組みに、６月
より参加を開始した。約１時間の前半を教科の学習・後半をスポーツの時間とし、生徒たちとコミュニケーショ
ンをとりながらドリルの採点やドッジボールで運動を行った。
　新年度に入り啓徳小学校を訪問する機会が多くなり、玄関に協力隊員の靴箱を設置して頂いた。

▲玄関靴箱（ありがとうございます）
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６  その他制作物
(1) 協力隊 YouTube チャンネル
　４月から６月にかけて、以下の動画を制作し公開した。

天塩町×筑波大「西天北地域における夕日トワイライト景観の優位性」

▲ YouTube リンク

北の大地で、高校生を撮る。— 日芸学生による卒業制作の記録 —

▲ YouTube リンク

https://www.youtube.com/watch?v=uVofdAdlfww
https://www.youtube.com/watch?v=tY7lLsZsacg
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げんやのはる オヌプナイ原野に春が来た

▲ YouTube リンク

(2) 協力隊 Instagram
　町の運動教室イベントの告知（15 秒）を Instagram および Facebook リール動画として制作、公開した。

▲告知映像 Instagram リール

▲ Instagram リンク

(3) 写真素材・イラスト等

▲スタンプラリー景品写真加工 ▲狂言冊子広告掲載用イラスト（町内飲食店）

ポスター・冊子掲載用画像制作

https://www.youtube.com/watch?v=rdae3l33528
https://www.instagram.com/reel/CfWWU3qskH4/
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実写写真からのイラスト制作（活用検討のための試作）

▲天塩町歴史資料館を撮影 ▲写真からイラストを制作

▲町内小学校校庭を撮影 ▲マンガへの利用

実写写真をもとにしたアニメーション制作（活用検討のための試作）

▲撮影した写真 ▲アニメーションへの利用

　写真をもとにしてアニメを作ることが可能かどうかを検討するため、町内小学校の最寄り駅である雄
信内駅（幌延町内）で撮影した写真を用いて試作を行った。今後、PR 等で使用する場合には町内で撮影
した写真を利用するものとする。写真加工の第１段階に AI 技術の敵対的生成ネットワーク（GAN）を
用いたところ、アニメ調の背景制作の時間を大幅に短縮できた。
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７  メディア記事等

▲北海道新聞　R4.04.07


